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Ⅰ．調査の概要 

１ 調査の目的 

市内の小学１年生、４年生、６年生の児童の保護者を対象に、放課後の過ごし方の状況

や放課後に利用されている事業へのご意見等をお聞かせいただき、今後の京都市の放課後

児童施策の充実に向けた基礎資料とすることを目的に調査しました。 

 

 

２ 調査設計 

 

対象 
市立小学校及び市立小中学校前期課程に通う１年生、４年生、 

６年生の児童の保護者 

抽出方法 住民基本台帳より無作為抽出 

調査期間 令和５年 12 月５日～令和６年１月 31 日 

調査方法 郵送により配布・回収（ＷＥＢ回答併用） 

 

 

３ 回収結果 

調査対象者（配布数） 有効回答数 有効回答率 

3,500件 1,415件 40.4％ 

 

 

４ 調査結果の見方 

①図中の「ｎ」は、設問に対する回答者数のことを示します。 

②回答比率（％）は回答者数（ｎ）を 100％として算出し、小数点以下第２位を四捨五入し

て表示しました。四捨五入の結果、内訳の合計が計に一致しないことがあります。 

③図表中に「ＭＡ％」の表示がある場合は、複数回答を依頼した質問であり、回答比率（％）

の計は 100.0％を超えます。 

④図表において、回答選択肢を簡略化して表記している場合があります。 

⑤図表のｎ値が少ない場合、見方には注意が必要です。 
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Ⅱ．調査結果 

１ お子さまとご家族の状況について 

１．居住区と学年 

問１ お住いの区及び学年をご回答ください。 

①居住区 

【図1-1① 居住区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住区は、「伏見区」が 16.1％と最も多く、次いで「右京区」が 13.9％、「左京区」が 13.1％、

となっています。（図 1-1①） 

 

 

②学年 

【図1-1② 学年】 

 

 

 

 

 

 

学年は、「１年生」が 31.9％、「４年生」が 29.0％、「６年生」が 38.2％となっています。

（図 1-1②）  
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２．同居家族 

問２ お子さまと同居しているご家族についてご回答ください。（続柄はお子さまからみた

関係）（複数回答可） ※「５～８」については人数もご回答ください。 

【図1-2 同居家族】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居家族は、「母」が 99.2％と最も多く、次いで「父」が 94.6％、「弟」が 26.5％、「姉」

が 25.9％、「兄」が 25.3％となっています。（図 1-2） 

 

 

 

３．放課後の保護者の在宅状況 

問３ お子さまの放課後、どなたか家にいらっしゃいますか。（最も多い番号に○を１つ） 

【図1-3 放課後の保護者の在宅状況】 

 

 

   

 

 

 

 

放課後の保護者の在宅状況は、「父、母のどちらかは家にいる」が 52.4％と最も多く、次い

で「誰もいない」が 27.4％、「きょうだい」が 8.8％、「祖父母のどちらかは家にいる」が 8.6％

となっています。（図 1-3） 
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４．父母の就労状況 

問４(1)(2) 保護者の方の就労状況についてご回答ください。（○は１つ） 

【図1-４ 父母の就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

就労状況について、父親は「常勤（フルタイム）で就労している」が 94.8％と最も多く、

母親は「パートで就労している」が 38.1％で最も多くなっています。（図 1-4） 

 

 

□学年別 

【図1-4-1 学年別 父母の就労状況】 
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毎日 ４日 ２～３日 １日のみ ０日 無回答

①自宅

②公園等の屋外

③（子どもの）友人宅

④祖父母宅や保護者の友人・知人宅

⑤学校内の部活動、校庭開放

⑥学習塾

⑦習い事

⑧京都市の学童クラブ事業

⑨京都市の放課後まなび教室

⑩児童館（学童クラブ事業以外）

⑪ファミリーサポート事業

⑫企業や団体等が運営している
民間の学童保育

⑬放課後等デイサービス

⑭スポーツ少年団・ボーイスカウト・
ガールスカウト等の地域活動

⑮その他

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,415)

５．放課後の時間の過ごし方 

問５(1) お子さまは、平日の１週間、放課後の時間をどのように過ごしていますか。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

【図1-5 放課後の時間の過ごし方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後の時間の過ごし方について、〔①自宅〕は「毎日」が 25.9％と最も多く、次いで「２

～３日」が 25.6％となっています。〔②公園等の屋外〕〔⑥学習塾〕〔⑦習い事〕は「２～３日」

がそれぞれ 16.3％、14.4％、24.5％となっています。〔⑧京都市の学童クラブ事業〕は「毎日」

が 10.2％、「４日」が 3.7％、〔⑨京都市の放課後まなび教室〕は「１日のみ」が 6.4％、「２

～３日」が 4.9％となっています。（図 1-5） 
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毎日 ４日 ２～３日 １日のみ ０日 無回答

父
(n=1,339)

母
(n=1,403)
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(n=88)

祖母
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兄
(n=358)

姉
(n=366)

弟
(n=375)

妹

(n=342)

その他

(n=17)

(%)
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① 自宅 

□学年別 

【図1-5①-1 学年別 放課後の時間の過ごし方（自宅）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学年別にみると、学年が上がるほど「０日」の割合が低く、放課後を自宅で過ごす割合が

高くなっています。（図 1-5①-1） 

 

 

□同居家族別 

【図1-5①-2 同居家族別 放課後の時間の過ごし方（自宅）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居家族別にみると、自宅で「毎日」過ごす割合は“祖母”で 33.3％と最も高くなって

います。（図 1-5①-2）  
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□母親の就労状況別 

【図1-5①-3 母親の就労状況別 放課後の時間の過ごし方（自宅）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 母親の就労状況別にみると、“常勤（フルタイム）で就労している”は「０日」が、“パート

で就労している”と“就労していない”は「毎日」がそれぞれ最も多くなっています。（図 1-

5①-3） 

 

 

 

 

⑤学校内の部活動、校庭開放 

□学年別 

【図1-5⑤ 学年別 放課後の時間の過ごし方（学校内の部活動、校庭開放）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校内の部活動、校庭開放を学年別にみると、『過ごす』割合（「毎日」～「1 日」の合計）

は、学年が上がるほど高くなる傾向となっています。（図 1-5⑤） 
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⑥学習塾 

□学年別 

【図 1-5⑥ 学年別 放課後の時間の過ごし方（学習塾）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習塾を学年別にみると、学年が上がるほど『過ごす』割合が高くなる傾向となっていま

す。（図 1-5⑥） 

 

 

 

 

⑦習い事 

□学年別 

【図 1-5⑦ 学年別 放課後の時間の過ごし方（習い事）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習い事を学年別にみると、『過ごす』割合は“４年生”で 59.1％と最も高くなっています。

（図 1-5⑦） 
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⑧学童クラブ事業 

□学年別 

【図 1-5⑧-1 学年別 放課後の時間の過ごし方（学童クラブ事業）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブ事業を学年別にみると、『過ごす』割合は“１年生”で 40.5％と最も高く、学年

が上がるほど割合が低くなる傾向となっています。（図 1-5⑧-1） 

 

 

 

□在宅状況別 

【図 1-5⑧-2 在宅状況別 放課後の時間の過ごし方（学童クラブ事業）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の在宅状況別にみると、“誰もいない”で「毎日」の割合が最も高くなっています。

（図 1-5⑧-2） 
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６．放課後を一緒に過ごす人 

【問５(1)で「①（自宅）②（公園等の屋外）」「１～４（毎日～１日）」を選んだ方にお聞きします。】 

問５(2) お子さまは、それぞれどなたと過ごすことが多いですか。（○はそれぞれ１つずつ） 

①自宅で一緒に過ごす人 

【図1-6① 自宅で一緒に過ごす人】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

※複数回答として集計している。 

自宅で一緒に過ごす人は、「母」が 53.5％と最も多く、次いで「一人」が 12.4％、「弟、妹」

が 12.1％、「兄、姉」が 10.9％となっています。（図 1-6①） 

 

②公園等の屋外 

【図1-6② 公園等の屋外で一緒に過ごす人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答として集計している。 

 

公園等の屋外で一緒に過ごす人は、「友人」が 84.8％と最も多く、次いで「母」が 6.6％、

「兄、姉」が 2.9％となっています。（図 1-6②）  
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２ お子さまの居場所・遊び場について 

１．土日祝日、長期休業に過ごす場所 

問６ お子さまは、土日祝日、長期休業（夏休み・冬休みなど）を、それぞれどのような場

所で過ごしていますか。あてはまる番号を記入してください。（複数回答可） 

①土曜日に過ごす場所 

【図２-1① 土曜日に過ごす場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日に過ごす場所は、「自宅」が 76.7％と最も多く、次いで「公園等の屋外」が 36.2％、

「習い事」が 25.8％、「（子どもの）友人宅」が 14.7％、「祖父母宅や保護者の友人・知人宅」

が 12.9％となっています。（図 2-1①） 

 

 

  

76.7

36.2

14.7

12.9

1.3

7.8

25.8

3.3

2.4

0.0

0.8

2.4

6.8

4.6

4.0

0 20 40 60 80 100

自宅

公園等の屋外

（子どもの）友人宅

祖父母宅や保護者の友人・知人宅

学校内の部活動、校庭開放

学習塾

習い事

京都市の学童クラブ事業

児童館（学童クラブ事業以外）

ファミリーサポート事業

企業や団体等が運営している民間の学童保育

放課後等デイサービス

スポーツ少年団・ボーイスカウト・

ガールスカウト等の地域活動

その他

無回答

(MA%)
(n=1,415)
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②日曜・祝日に過ごす場所 

【図２-1② 日曜・祝日に過ごす場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜・祝日に過ごす場所は、「自宅」が 83.7％と最も多く、次いで「公園等の屋外」が 41.4％、

「祖父母宅や保護者の友人・知人宅」が 14.2％、「習い事」が 13.6％、「（子どもの）友人宅」

が 12.9％となっています。（図 2-1②） 

  

83.7

41.4

12.9

14.2

0.7

4.2

13.6

0.1

0.2

0.0

0.0

0.3

7.3

7.7

4.2

0 20 40 60 80 100

自宅

公園等の屋外

（子どもの）友人宅

祖父母宅や保護者の友人・知人宅

学校内の部活動、校庭開放

学習塾

習い事

京都市の学童クラブ事業

児童館（学童クラブ事業以外）

ファミリーサポート事業

企業や団体等が運営している民間の学童保育

放課後等デイサービス

スポーツ少年団・ボーイスカウト・

ガールスカウト等の地域活動

その他

無回答

(MA%)
(n=1,415)
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③長期休業中に過ごす場所 

【図２-1③ 長期休業中に過ごす場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休業中に過ごす場所は、「自宅」が 79.3％と最も多く、次いで「公園等の屋外」が 40.8％、

「祖父母宅や保護者の友人・知人宅」が 34.3％、「習い事」が 26.6％、「（子どもの）友人宅」

が 20.4％となっています。（図 2-1③） 

  

79.3

40.8

20.4

34.3

1.6

15.5

26.6

16.6

3.9

0.0

1.8

3.5

4.9

5.8

4.7

0 20 40 60 80 100

自宅

公園等の屋外

（子どもの）友人宅

祖父母宅や保護者の友人・知人宅

学校内の部活動、校庭開放

学習塾

習い事

京都市の学童クラブ事業

児童館（学童クラブ事業以外）

ファミリーサポート事業

企業や団体等が運営している民間の学童保育

放課後等デイサービス

スポーツ少年団・ボーイスカウト・

ガールスカウト等の地域活動

その他

無回答

(MA%)
(n=1,415)
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76.0 20.3 3.7

通っている 通っていない 無回答

全体
(n=1,415)

(%)
0 20 40 60 80 100

２．近所の公園に対して期待すること 

問７ 近所の公園に対して、どんなことを期待しますか。（○は３つまで） 

【図２-2 近所の公園に対して期待すること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近所の公園に対して期待することは、「子どもの見守りがしやすい環境であること」が

56.8％と最も多く、次いで「かけっこなど走り回れる空間があること」が 55.6％、「きれいで

機能が充実したトイレがあること」が 41.1％となっています。（図 2-2） 

 

 

 

３．習い事や塾の通い有無 

問８(1) お子さまは、現在、習い事や塾に通われていますか。（○を１つ） 

【図2-3 習い事や塾の通い有無】 

 

 

 

 

 

 

 

習い事や塾については、「通っている」が 76.0％、「通っていない」が 20.3％となっていま

す。（図 2-3） 

  

30.7

56.8

55.6

35.8

18.6

41.1

1.9

3.5

3.5

9.8

4.0

0 20 40 60

緑が豊かで自然とふれあえること

子どもの見守りがしやすい環境であること

かけっこなど走り回れる空間があること

遊具が充実していること

ベンチや休憩所など、のんびりできるスペースが
充実していること

きれいで機能が充実したトイレがあること

飲食や物販などの賑わい施設があること

イベントなどが開催されること

今のままでよい

その他

無回答

(MA%)
(n=1,415)



 

- 15 - 

（％）
ｎ 学

習
習
慣
を
身
に
付
け

る
、

学
力
向
上
の
た
め

運
動
能
力
向
上
、

体
力
づ

く
り
の
た
め

豊
か
な
感
性
や
技
術
等
を

身
に
付
け
さ
せ
る
た
め

様
々
な
経
験
を
さ
せ
る
た

め 子
ど
も
の
人
間
関
係
を
広

げ
る
た
め

保
護
者
が
就
労
し
て
い
る

時
間
の
居
場
所
確
保
の
た

め 子
ど
も
が
希
望
し
た
た
め

そ
の
他

無
回
答

１年生 328 32.3 48.8 26.2 39.6 16.5 4.9 36.9 2.4 11.9

４年生 335 51.0 38.5 29.9 36.1 14.3 5.4 37.9 1.5 5.1

６年生 405 59.5 32.8 24.9 26.2 13.8 6.4 34.3 3.2 4.7

４．学習塾や習い事に通わせている理由 

【問８(1)で１．を選んだ方にお聞きします。】 

問８(2) 平日又は土日祝日に学習塾や習い事に通わせている理由について、あてはまる番

号を記入してください。（複数回答可） 

①平日に学習塾や習い事に通わせている理由 

【図2-4① 平日に学習塾や習い事に通わせている理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日に学習塾や習い事に通わせている理由は、「学習習慣を身に付ける、学力向上のため」

が 48.4％と最も多く、次いで「運動能力向上、体力づくりのため」が 39.5％、「子どもが希

望したため」が 36.1％となっています。（図 2-4①） 

 

 

□学年別 

【表 2-4①-1 学年別 平日に学習塾や習い事に通わせている理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年別にみると、“１年生”は「運動能力向上、体力づくりのため」、“４年生”と“６年生”

では「学習習慣を身に付ける、学力向上のため」が最も多くなっています。（表 2-4①-1） 

48.4

39.5

26.8

33.3

14.7

5.7

36.1

2.4

7.1

0 20 40 60

学習習慣を身に付ける、学力向上のため

運動能力向上、体力づくりのため

豊かな感性や技術等を身に付けさせるため

様々な経験をさせるため

子どもの人間関係を広げるため

保護者が就労している時間の居場所確保のため

子どもが希望したため

その他

無回答

(MA%)
(n=1,075)
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（％）
ｎ 学

習
習
慣
を
身
に
付
け

る
、

学
力
向
上
の
た
め

運
動
能
力
向
上
、

体
力
づ

く
り
の
た
め

豊
か
な
感
性
や
技
術
等
を

身
に
付
け
さ
せ
る
た
め

様
々
な
経
験
を
さ
せ
る
た

め 子
ど
も
の
人
間
関
係
を
広

げ
る
た
め

保
護
者
が
就
労
し
て
い
る

時
間
の
居
場
所
確
保
の
た

め 子
ど
も
が
希
望
し
た
た
め

そ
の
他

無
回
答

１年生 328 8.5 29.3 19.5 26.2 9.8 1.2 22.0 10.7 39.0

４年生 335 17.0 34.0 15.8 21.2 12.8 0.9 25.4 9.3 31.3

６年生 405 28.9 22.2 15.1 19.3 9.4 2.2 24.0 12.1 25.9

②土曜日に学習塾や習い事に通わせている理由 

【図2-4② 土曜日に学習塾や習い事に通わせている理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日に学習塾や習い事に通わせている理由は、「運動能力向上、体力づくりのため」が

28.4％と最も多く、次いで「子どもが希望したため」が 23.8％、「様々な経験をさせるため」

が 22.1％となっています。（図 2-4②） 

 

 

 

□学年別 

【表 2-4②-1 学年別 土曜日に学習塾や習い事に通わせている理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年別にみると、“１年生”と“４年生”は「運動能力向上、体力づくりのため」が最も多

く、“６年生”は「学習習慣を身に付ける、学力向上のため」が最も多くなっています。（表 2-

4②-1） 

  

18.8

28.4

16.7

22.1

10.7

1.6

23.8

10.7

31.6

0 20 40 60

学習習慣を身に付ける、学力向上のため

運動能力向上、体力づくりのため

豊かな感性や技術等を身に付けさせるため

様々な経験をさせるため

子どもの人間関係を広げるため

保護者が就労している時間の居場所確保のため

子どもが希望したため

その他

無回答

(MA%)
(n=1,075)
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（％）
ｎ 学

習
習
慣
を
身
に
付
け

る
、

学
力
向
上
の
た
め

運
動
能
力
向
上
、

体
力
づ

く
り
の
た
め

豊
か
な
感
性
や
技
術
等
を

身
に
付
け
さ
せ
る
た
め

様
々
な
経
験
を
さ
せ
る
た

め 子
ど
も
の
人
間
関
係
を
広

げ
る
た
め

保
護
者
が
就
労
し
て
い
る

時
間
の
居
場
所
確
保
の
た

め 子
ど
も
が
希
望
し
た
た
め

そ
の
他

無
回
答

１年生 328 4.6 21.3 10.7 15.2 6.7 0.3 12.5 14.0 52.7

４年生 335 11.0 26.6 12.8 20.3 11.6 0.3 18.5 11.0 45.4

６年生 405 20.0 17.3 10.9 14.1 7.4 1.2 18.5 15.3 37.8

12.4

21.5

11.4

16.4

8.6

0.7

16.7

13.6

44.7

0 20 40 60

学習習慣を身に付ける、学力向上のため

運動能力向上、体力づくりのため

豊かな感性や技術等を身に付けさせるため

様々な経験をさせるため

子どもの人間関係を広げるため

保護者が就労している時間の居場所確保のため

子どもが希望したため

その他

無回答

(MA%)
(n=1,075)

③日曜・祝日に学習塾や習い事に通わせている理由 

【図2-4③ 日曜・祝日に学習塾や習い事に通わせている理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜・祝日に学習塾や習い事に通わせている理由は、「運動能力向上、体力づくりのため」

が 21.5％と最も多く、次いで「子どもが希望したため」が 16.7％、「様々な経験をさせるた

め」が 16.4％となっています。（図 2-4③） 

 

 

□学年別 

【表 2-4③-1 学年別 日曜・祝日に学習塾や習い事に通わせている理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年別をみると、“１年生”と“４年生”は「運動能力向上、体力づくりのため」が最も多

く、“６年生”は「学習習慣を身に付ける、学力向上のため」が最も多くなっています。（表 2-

4③-1） 
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21.3 74.1 4.5

利用している 利用していない 無回答

全体
(n=1,415)

(%)
0 20 40 60 80 100

３ 京都市の学童クラブ事業について 

１．学童クラブの利用有無 

問９(1) お子さまは、現在、学童クラブを利用していますか。（○を１つ） 

【図3-１ 学童クラブの利用有無】 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用有無は、「利用している」が 21.3％、「利用していない」が 74.1％となっ

ています。（図 3-1） 

 

 

 

２．学童クラブ事業に期待していること 

【問９(1)で１．を選んだ方にお聞きします。】 

問９(2) 学童クラブ事業に期待していることは何ですか。（○は２つまで） 

【図3-２ 学童クラブ事業に期待していること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブ事業に期待していることは、「安心できる居場所」が 78.1％と最も多く、次いで

「多くの友達との関わり」が 40.7％、「様々な遊びや行事の経験」が 26.8％となっています。

（図 3-2）  

78.1

26.8

40.7

9.9

4.3

21.5

13.9

2.3

0.7

0.0

0 20 40 60 80 100

安心できる居場所

様々な遊びや行事の経験

多くの友達との関わり

学習の習慣化

基本的生活習慣

協調性や社会性

異年齢の子どもとの関わり

様々な地域の人との関わり

期待することはない

無回答

(MA%)
(n=302)
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（％）
ｎ 小

学
校
内
・
学
校
近
く
で

の
実
施

預
か
り
時
間
の
延
長

施
設
・
設
備
の
改
築
、

充

実 活
動
内
容
の
充
実

安
全
対
策
や
衛
生
対
策
の

充
実

利
用
料
金
の
軽
減

職
員
体
制
の
充
実

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
受

入
れ
体
制
の
充
実

保
護
者
へ
の
情
報
提
供
や

対
応

特
に
要
望
は
な
い
／
わ
か

ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

１年生 208 35.6 7.2 19.2 15.4 10.1 41.3 18.3 1.0 7.7 7.2 4.8 2.4

４年生 63 39.7 6.3 19.0 4.8 9.5 39.7 14.3 3.2 3.2 12.7 9.5 0.0

６年生 26 30.8 7.7 30.8 15.4 11.5 30.8 26.9 3.8 0.0 11.5 0.0 0.0

３．利用している京都市の学童クラブ事業に対する要望 

【問９(1)で１．を選んだ方にお聞きします。】 

問９(3) 利用している京都市の学童クラブ事業に対する要望をお聞かせください。 

（○は２つまで） 

【図3-３ 利用している京都市の学童クラブ事業に対する要望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している京都市の学童クラブ事業に対する要望は、「利用料金の軽減」が 40.1％と最も

多く、次いで「小学校内・学校近くでの実施」が 35.8％、「施設・設備の改築、充実」が 19.9％、

「職員体制の充実」が 18.5％となっています。（図 3-3） 

 

 

□学年別 

【表３-3-1 学年別 学童クラブ事業に対する要望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年別にみると、いずれの学年も「利用料金の軽減」が多くなっています。また“４年生”

では「小学校内・学校近くでの実施」、“６年生”では「小学校内・学校近くでの実施」と「施

設・設備の改築、充実」も多くなっています。（表 3-3-1）  

35.8

7.0

19.9

13.6

10.3

40.1

18.5

1.7

6.3

8.6

5.3

1.7

0 20 40 60

小学校内・学校近くでの実施

預かり時間の延長

施設・設備の改築、充実

活動内容の充実

安全対策や衛生対策の充実

利用料金の軽減

職員体制の充実

障害のある子どもの受入れ体制の充実

保護者への情報提供や対応

特に要望はない／わからない

その他

無回答

(MA%)
(n=302)
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４．京都市の学童クラブ事業を利用していない理由 

【問９(1)で２．を選んだ方にお聞きします。】 

問９(4) 京都市の学童クラブ事業を利用していない理由をご回答ください。（○は２つまで） 

【図3-４ 京都市の学童クラブ事業を利用していない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市の学童クラブ事業を利用していない理由は、「利用する必要がない」が 57.2％と最も

多く、次いで「利用料金が高い」が 12.6％、「実施場所が遠い（学校内でない等）」が 7.1％

となっています。（図 3-4） 

 

 

  

7.1

3.0

2.4

3.4

2.3

12.6

2.8

4.8

57.2

13.6

2.7

0 20 40 60

実施場所が遠い（学校内でない等）

利用したい時間帯が合わない

設備が不十分だと感じる

活動内容が不十分だと感じる

安全上の不安がある

利用料金が高い

障害のある子どもの支援に不安がある

利用方法や対象者がわからない

利用する必要がない

その他

無回答

(MA%)
(n=1,049)
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13.6 84.4 2.0

利用している 利用していない 無回答

全体
(n=1,415)

(%)
0 20 40 60 80 100

４ 京都市の放課後まなび教室について 

１．放課後まなび教室の利用有無 

問10(1) お子さまは、現在、放課後まなび教室を利用していますか。（○を１つ） 

【図4-1 放課後まなび教室の利用有無】 

 

 

 

 

 

 

 

放課後まなび教室の利用有無は、「利用している」が 13.6％、「利用していない」が

84.4％となっています。（図 4-1） 

 

 

 

２．放課後まなび教室に期待していること 

【問10(1)で１．を選んだ方にお聞きします。】 

問10(2) 放課後まなび教室に期待していることは何ですか。（○は２つまで） 

【図4-2 放課後まなび教室に期待していること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後まなび教室に期待していることは、「学習の習慣化」が 59.1％と最も多く、次いで

「安心できる居場所」が 36.8％、「多くの友達との関わり」が 32.1％となっています。（図 4-

2）  

36.8

25.4

32.1

59.1

3.1

13.0

4.7

13.5

0.0

0.5

0 20 40 60 80

安心できる居場所

様々な遊びや行事の経験

多くの友達との関わり

学習の習慣化

基本的生活習慣

協調性や社会性

異年齢の子どもとの関わり

様々な地域の人との関わり

期待することはない

無回答

(MA%)
(n=193)
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（％）
ｎ 平

日
の
活
動
時
間
の
延
長

長
期
休
業
中
の
実
施
な

ど
、

実
施
日
の
充
実

施
設
・
設
備
の
改
築
、

充

実 活
動
内
容
の
充
実

安
全
対
策
や
衛
生
対
策
の

充
実

ス
タ
ッ

フ
等
の
支
援
体
制

の
充
実

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
受

入
れ
体
制
の
充
実

保
護
者
へ
の
情
報
提
供
や

対
応

特
に
要
望
は
な
い
／
わ
か

ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

１年生 106 29.2 50.9 4.7 18.9 7.5 5.7 1.9 12.3 18.9 5.7 0.9

４年生 57 8.8 47.4 1.8 24.6 5.3 14.0 1.8 8.8 19.3 5.3 3.5

６年生 26 26.9 69.2 7.7 30.8 0.0 11.5 3.8 3.8 11.5 3.8 3.8

22.8

51.8

4.1

22.3

6.2

9.3

2.1

9.8

18.1

5.2

2.1

0 20 40 60

平日の活動時間の延長

長期休業中の実施など、実施日の充実

施設・設備の改築、充実

活動内容の充実

安全対策や衛生対策の充実

スタッフ等の支援体制の充実

障害のある子どもの受入れ体制の充実

保護者への情報提供や対応

特に要望はない／わからない

その他

無回答

(MA%)
(n=193)

３．利用している放課後まなび教室に対する要望 

【問10(1)で１．を選んだ方にお聞きします。】 

問10(3) 利用している放課後まなび教室に対する要望をご回答ください。（○は２つまで） 

【図4-3 利用している放課後まなび教室に対する要望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している放課後まなび教室に対する要望は、「長期休業中の実施など、実施日の充実」

が 51.8％と最も多く、次いで「平日の活動時間の延長」が 22.8％、「活動内容の充実」が 22.3％

となっています。（図 4-3） 

 

 

□学年別 

【表 4-3-1 学年別 利用している放課後まなび教室に対する要望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年別にみると、いずれの学年も「長期休業中の実施など、実施日の充実」が最も多くなっ

ています。（表 4-3-1）  
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４．放課後まなび教室を利用していない理由 

【問10(1)で２．を選んだ方にお聞きします。】 

問10(4) 放課後まなび教室を利用していない理由をご回答ください。（○は２つまで） 

【図4-4 放課後まなび教室を利用していない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後まなび教室を利用していない理由は、「利用する必要がない」が 44.9％と最も多く、

次いで「利用したい日程や時間帯が合わない」が 19.7％、「利用方法や対象者が分からない」

が 9.5％となっています。（図 4-4） 

 

 

  

19.7

6.3

0.2

4.6

0.5

1.7

1.8

9.5

44.9

19.4

1.4

0 20 40 60

利用したい日程や時間帯が合わない

長期休業中に利用したいが、実施していない

設備が不十分だと感じる

活動内容が不十分だと感じる

安全上の不安がある

スタッフ等の支援体制が不十分である

障害のある子どもの支援に不安がある

利用方法や対象者が分からない

利用する必要がない

その他

無回答

(MA%)
(n=1,194)
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3.0

29.3 65.4 2.3

両方とも利用している 片方だけ利用している どちらも利用していない 無回答

全体
(n=1,415)

(%)
0 20 40 60 80 100

51.2

23.3

16.3

20.9

37.2

11.6

0.0

0 20 40 60

両方を利用しやすい環境、制度が整っているため

両方の活動・行事に参加させたいため

両方の活動を通じて交友関係の幅を広げたいため

放課後の学習習慣を身に付けさせたいため

子ども本人が両方の利用を希望したため

その他

無回答

(MA%)
(n=43)

５ 京都市の学童クラブ事業と放課後まなび教室について 

１．学童クラブ事業と放課後まなび教室の両方の利用有無 

問11(1) お子さまは、現在、学童クラブ事業と放課後まなび教室の両方を利用しています

か。（○を１つ） 

【図5-1 学童クラブ事業と放課後まなび教室の両方の利用有無】 

 

 

 

 

 

 

学童クラブ事業と放課後まなび教室の両方の利用有無は、「両方とも利用している」が 3.0％、

「片方だけ利用している」が 29.3％、「どちらも利用していない」が 65.4％となっています。

（図 5-1） 

 

 

 

２．京都市の学童クラブ事業と放課後まなび教室の両方を利用している理由 

【問11(1)で、１．を選んだ方にお聞きします。】 

問11(2) 京都市の学童クラブ事業と放課後まなび教室を両方利用している理由をご回答

ください。（○は２つまで） 

【図5-2 京都市の学童クラブ事業と放課後まなび教室の両方を利用している理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市の学童クラブ事業と放課後まなび教室の両方を利用している理由は、「両方を利用

しやすい環境、制度が整っているため」が 51.2％と最も多く、次いで「子ども本人が両方

の利用を希望したため」が 37.2％、「両方の活動・行事に参加させたいため」が 23.3％と

なっています。（図 5-2）  
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（％）
ｎ 両

方
を
利
用
し
や
す
く
す

る
環
境
、

制
度
の
整
備

両
方
ま
た
は
一
方
の
活

動
・
行
事
の
充
実

放
課
後
ま
な
び
教
室
の
実

施
日
数
の
充
実

双
方
の
職
員
・
ス
タ
ッ

フ

の
連
携
強
化

特
に
要
望
は
な
い
／
わ
か

ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

１年生 32 28.1 9.4 56.3 18.8 18.8 3.1 3.1

４年生 4 0.0 50.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0

６年生 5 20.0 40.0 60.0 20.0 0.0 0.0 20.0

23.3

16.3

48.8

18.6

18.6

2.3

7.0

0 20 40 60

両方を利用しやすくする環境、制度の整備

両方または一方の活動・行事の充実

放課後まなび教室の実施日数の充実

双方の職員・スタッフの連携強化

特に要望はない／わからない

その他

無回答

(MA%)
(n=43)

３．京都市の学童クラブ事業と放課後まなび教室を両方利用する際の要望 

【問11(1)で１．を選んだ方にお聞きします。】 

問11(3) 京都市の学童クラブ事業と放課後まなび教室を両方利用することにあたっての

要望があればご回答ください。（○は２つまで） 

【図5-3 京都市の学童クラブ事業と放課後まなび教室を両方利用する際の要望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市の学童クラブ事業と放課後まなび教室を両方利用するにあたっての要望は、「放課後

まなび教室の実施日数の充実」が 48.8％と最も多く、次いで「両方を利用しやすくする環境、

制度の整備」が 23.3％となっています。（図 5-3） 

 

 

 

□学年別 

【表 5-3-1 学年別 京都市の学童クラブ事業と放課後まなび教室を両方利用する際の要望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年別にみると、“１年生”と“６年生”は「放課後まなび教室の実施日数の充実」、“４年

生”は「両方または一方の活動・行事の充実」が最も多くなっています。（表 5-3-1） 
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40.1 38.6 18.9 2.3

知っており、利用したことがある 知っているが、利用したことはない

利用できることを知らなかった 無回答

全体
(n=1,415)

(%)
0 20 40 60 80 100

６ 京都市の児童館（学童クラブ事業以外での利用）について 

１．児童館の利用条件の認知度 

問12(1) 児童館は、１８歳未満の児童とその保護者等なら誰でも利用できる施設ですが、

そのことをご存じですか。（○を１つ） 

※学童クラブ事業以外に、日常の自由遊びのためのスペース開放、将棋や卓球等

のクラブ活動及び行事活動等の子どもを育成する活動を行っています。 

【図6-1 児童館の利用条件の認知度】 

 

 

  

 

 

 

 

児童館の利用条件の認知度は、「知っており、利用したことがある」が 40.1％、「知って

いるが、利用したことはない」が 38.6％、「利用できることを知らなかった」が 18.9％と

なっています。（図 6-1） 
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２．児童館を利用している理由 

【問12(1)で１．を選んだ方にお聞きします。】 

問12(2) 児童館を利用している理由をお答えください。（○は２つまで） 

【図6-2 児童館を利用している理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童館を利用している理由は、「様々な遊びを経験できる」が 27.8％と最も多く、次いで

「常に大人（職員）がいる」が 16.4％、「小学校入学前から利用しており、そのまま継続し

て利用している」が 15.0％、「子どもにとって安心できる居場所になっている」が 14.4％と

なっています。（図 6-2） 

 

□学年別 

【表 6-2-1 学年別 児童館を利用している理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年別にみると、いずれの学年も「様々な遊びを経験できる」が最も多くなっています。

（表 6-2-1）  

（％）
ｎ 子

ど
も
の
身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
時
に
利
用
し
て
い
る

児
童
館
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
て

い
る

児
童
館
で
の
地
域
交
流
等
を
通
じ
、

人

間
関
係
を
広
げ
た
い

児
童
館
に
お
け
る
子
ど
も
相
談
・
援
助

活
動
を
利
用
し
て
い
る

児
童
館
に
お
け
る
行
事
等
へ
の
参
加
を

き
っ

か
け
に
利
用
を
継
続
し
て
い
る

小
学
校
入
学
前
か
ら
利
用
し
て
お
り
、

そ
の
ま
ま
継
続
し
て
利
用
し
て
い
る

子
ど
も
に
と
っ

て
安
心
で
き
る
居
場
所

に
な
っ

て
い
る

常
に
大
人
（

職
員
）

が
い
る

様
々
な
遊
び
を
経
験
で
き
る

そ
の
他

無
回
答

１年生 199 11.6 10.6 14.1 2.0 5.0 18.6 15.6 14.6 31.2 18.6 1.5

４年生 161 14.9 12.4 7.5 4.3 6.2 16.1 9.9 15.5 23.0 28.0 1.2

６年生 201 10.0 6.5 12.4 0.5 3.0 10.9 16.9 18.4 29.4 22.9 1.5

12.0

9.5

11.6

2.1

4.6

15.0

14.4

16.4

27.8

23.2

1.4

0 10 20 30

子どもの身の回りの世話をすることができない時に利用している

児童館でのクラブ活動に参加している

児童館での地域交流等を通じ、人間関係を広げたい

児童館における子ども相談・援助活動を利用している

児童館における行事等への参加をきっかけに利用を継続している

小学校入学前から利用しており、そのまま継続して利用している

子どもにとって安心できる居場所になっている

常に大人（職員）がいる

様々な遊びを経験できる

その他

無回答

(MA%)
(n=568)
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３．児童館での活動に期待すること 

【問12(1)で１．を選んだ方にお聞きします。】 

問12(3) 児童館での活動に期待することは何ですか。（○は２つまで） 

【図6-3 児童館での活動に期待すること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童館での活動に期待することは、「安心できる居場所」が 53.5％と最も多く、次いで

「様々な遊びや経験」が 42.4％、「多くの友達との関わり」が 30.6％となっています。（図

6-3） 

 

  

53.5

42.4

30.6

6.0

1.6

15.8

12.3

8.1

5.8

1.9

4.8

0 20 40 60

安心できる居場所

様々な遊びや経験

多くの友達との関わり

学習の習慣化

基本的生活習慣

協調性や社会性

異年齢の子どもとの関わり

様々な地域の人との関わり

子育てに関する相談

その他

無回答

(MA%)
(n=568)
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４．児童館を利用していない理由 

【問12(1)で２．３．を選んだ方にお聞きします。】 

問12(4) 児童館を利用していない理由は何ですか。（○は２つまで） 

【図6-４ 児童館を利用していない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童館を利用していない理由は、「今のところ利用する必要がない」が 49.0％と最も多

く、次いで「学童クラブ事業以外の活動を知らなかった」が 14.0％、「事業の対象者や利用

方法がわからない」が 11.8％、「児童館が家の近くにない・どこにあるかわからない」が

11.3％となっています。（図 6-4） 

 

 

 

  

14.0

49.0

7.7

11.3

6.3

11.8

9.1

1.6

0 20 40 60

学童クラブ事業以外の活動を知らなかった

今のところ利用する必要がない

利用したい時間帯が合わない

児童館が家の近くにない・どこにあるかわからない

参加したい行事を実施していない

事業の対象者や利用方法がわからない

その他

無回答

(MA%)
(n=814)
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4.2 89.3 6.4

利用している 利用していない 無回答

全体
(n=1,415)

(%)
0 20 40 60 80 100

７ 放課後等デイサービスについて 

１．子どもの手帳所持状況 

問13(1) お子さまの手帳所持状況について、該当するものをご回答ください。（複数回答可） 

【図7-1 子どもの手帳所持状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの手帳所持状況は、「療育手帳」が 3.0％、「身体障害者手帳」が 0.3％、「精神障害

者保健福祉手帳」が 0.4％、「所持していない」が 92.3％となっています。（図 7-1） 

 

 

 

 

２．放課後等デイサービスの利用有無 

問13(2) お子さまは、現在、放課後等デイサービスを利用していますか。（○を１つ） 

【図7-2 放課後等デイサービスの利用有無】 

 

 

 

 

 

 

 

放課後等デイサービスの利用有無は、「利用している」が 4.2％、「利用していない」が 89.3％

となっています。（図 7-2） 

 

3.0

0.3

0.4

92.3

4.2

0 20 40 60 80 100

療育手帳

身体障害者手帳

精神障害者保健福祉手帳

所持していない

無回答

(MA%)
(n=1,415)
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３．現在通っている事業所を選んだ理由 

【問13(2)で１．を選んだ方にお聞きします。】 

問13(3) 現在通っている事業所を選んだ理由をご回答ください。（○は３つまで） 

【図7-3 現在通っている事業所を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在通っている事業所を選んだ理由は、「事業所が送迎を行ってくれる」が 53.3％と最も多

く、次いで「事業所の理念や療育の提供内容が子どもに合っている」が 45.0％、「職員による

保護者対応や情報提供が丁寧であり、安心感がある」が 36.7％となっています。（図 7-3） 

  

21.7

28.3

53.3

8.3

25.0

11.7

5.0

1.7

45.0

36.7

10.0

10.0

5.0

0.0

3.3

3.3

0 20 40 60

家から近く、通いやすい

営業時間や営業日（土日の営業）等、
利用時間の希望に合っている

事業所が送迎を行ってくれる

事業所の設備（面積、器具、教材等）が充実している

事業所の雰囲気（内装、照明、音響等）が子どもに合っている

職員体制（職員数・専門職の配置等）が充実している

医療的ケアに対応可能な職員がいる

重症心身障害児に対する受入れの体制が整っている

事業所の理念や療育の提供内容が子どもに合っている

職員による保護者対応や情報提供が丁寧であり、安心感がある

通っている子どもの年齢層がちょうど良かった

知り合いからの口コミ（事業所の評判が良かった）

他に通える事業所がなかった

何となく／わからない

その他

無回答

(MA%)
(n=60)
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□母親の就労状況別 

【表7-3-1 母親の就労状況別 現在通っている事業所を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の就労状況別にみると、“その他”を除く就労状況で「事業所が送迎を行ってくれる」

が最も多くなっています。また、“常勤（フルタイム）で勤労している”では「事業所の理

念や療育の提供内容が子どもに合っている」も多くなっています。（表 7-3-1） 

  

（％）
ｎ 家

か
ら
近
く
、

通
い
や
す
い

営
業
時
間
や
営
業
日
（

土
日
の
営

業
）

等
、

利
用
時
間
の
希
望
に
合
っ

て
い
る

事
業
所
が
送
迎
を
行
っ

て
く
れ
る

事
業
所
の
設
備
（

面
積
、

器
具
、

教

材
等
）

が
充
実
し
て
い
る

事
業
所
の
雰
囲
気
（

内
装
、

照
明
、

音
響
等
）

が
子
ど
も
に
合
っ

て
い
る

職
員
体
制
（

職
員
数
・
専
門
職
の
配

置
等
）

が
充
実
し
て
い
る

医
療
的
ケ
ア
に
対
応
可
能
な
職
員
が

い
る

重
症
心
身
障
害
児
に
対
す
る
受
入
れ

の
体
制
が
整
っ

て
い
る

事
業
所
の
理
念
や
療
育
の
提
供
内
容

が
子
ど
も
に
合
っ

て
い
る

職
員
に
よ
る
保
護
者
対
応
や
情
報
提

供
が
丁
寧
で
あ
り
、

安
心
感
が
あ
る

通
っ

て
い
る
子
ど
も
の
年
齢
層
が

ち
ょ

う
ど
良
か
っ

た

知
り
合
い
か
ら
の
口
コ
ミ
（

事
業
所

の
評
判
が
良
か
っ

た
）

他
に
通
え
る
事
業
所
が
な
か
っ

た

何
と
な
く
／
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

常勤（フルタイム）で
就労している

15 26.7 20.0 53.3 13.3 26.7 20.0 6.7 0.0 53.3 33.3 0.0 6.7 6.7 0.0 6.7 6.7

パートで就労している 23 13.0 39.1 65.2 8.7 30.4 13.0 0.0 0.0 52.2 39.1 13.0 0.0 4.3 0.0 0.0 0.0

就労していない 18 27.8 27.8 44.4 5.6 22.2 5.6 11.1 5.6 33.3 27.8 11.1 27.8 5.6 0.0 0.0 5.6

その他 2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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50.0

45.0

70.0

16.7

30.0

46.7

50.0

20.0

40.0

51.7

41.7

35.0

35.0

26.7

43.3

31.7

41.7

41.7

33.3

38.3

41.7

35.0

10.0

13.3

1.7

26.7

26.7

8.3

5.0

33.3

15.0

3.3

11.7

1.7

1.7

0.0

6.7

6.7

1.7

1.7

10.0

3.3

1.7

6.7

0.0

0.0

0.0

3.3

3.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

3.3

5.0

1.7

3.3

1.7

1.7

1.7

3.3

3.3

1.7

1.7

とてもあてはまる ややあてはまる どちらともいえない

あまりあてはまらない 全くあてはまらない 無回答

①日常生活を営む上で必要な心身の動作を
身につけることができる

②体を動かし、身体機能全般を向上させる
ことができる

③社会性やコミュニケーションスキルを
身につけることができる

④音楽・芸術等に触れ、感性や情緒の
発達を促すことができる

⑤学習教材や宿題等、日々の家庭学習を
支援してくれる

⑥本人の趣味・関心に合わせて自由に
過ごす時間を提供してくれる

⑦滞在することでリラックスすることが
できる

⑧卒業後に向けて、就労に向けた心構えや
スキルを身につけることができる

⑨学校や地域等、集団生活を過ごすために
必要な訓練や支援をしてくれる

⑩保護者からの相談等に丁寧に対応
してくれる

⑪保護者の就労・負担軽減等のため、
必要な時間を預かってくれる

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=60)

４．放課後等デイサービスに求める要素 

【問13(2)で１．を選んだ方にお聞きします。】 

問13(4) 放課後等デイサービスを利用するうえで、求める要素についてご回答ください。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

【図7-４ 放課後等デイサービスを利用するうえで求める要素】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後等デイサービスを利用するうえで求める要素について、「とてもあてはまる」割合

が多いのは、〔③社会性やコミュニケーションスキルを身につけることができる〕

（70.0％）、〔⑩保護者からの相談等に丁寧に対応してくれる〕（51.7％）、〔①日常生活を営

む上で必要な心身の動作を身につけることができる〕（50.0％）、〔⑦滞在することでリラッ

クスすることができる〕（50.0％）となっています。（図 7-4） 
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2.5

95.2 2.3

利用希望がある 利用希望はない 無回答

全体
(n=1,264)

(%)
0 20 40 60 80 100

５．放課後等デイサービスの今後の利用意向 

【問13(2)で１．を選んだ方にお聞きします。】 

問13(5) 放課後等デイサービスの今後の利用意向についてご回答ください。（○は１つ） 

【図7-5 放課後等デイサービスの今後の利用意向】 

 

 

 

 

 

 

 

放課後等デイサービスを現在利用している方の今後の利用意向は、「今のまま利用を続けた

い」が 86.7％と最も多く、次いで「いずれは利用を終了したい」が 8.3％、「利用日数を増や

したい」が 1.7％となっています。（図 7-5） 

 

 

 

 

６．放課後等デイサービスの利用希望 

【問13(2)で２．を選んだ方にお聞きします。】 

問13(6) 放課後等デイサービスの利用希望はありますか。（○は１つ） 

【図7-6 放課後等デイサービスの今後の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

放課後等デイサービスを現在利用していない方の利用希望は、「利用希望がある」が 2.5％、

「利用希望はない」が 95.2％となっています。（図 7-6） 

86.7

1.7 0.0

8.3 3.3

今のまま利用を続けたい 利用日数を増やしたい 利用日数を減らしたい

いずれは利用を終了したい 無回答

全体
(n=60)

(%)
0 20 40 60 80 100
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21.9

6.3

21.9

9.4

3.1

0.0

9.4

43.8

0.0

0 10 20 30 40 50

家の近くに放課後等デイサービスがないため

利用時間の希望に合った放課後等デイサービスが
ないため

希望に合った質の高い療育を提供する

放課後等デイサービスがない

希望に合った放課後等デイサービスが
満員で入れないため

子どもの医療的ケアに対応可能な
放課後等デイサービスがないため

子どもの障害等が重く、受入可能な

放課後等デイサービスがない

以前は利用していたが、利用の継続が困難となったため

その他

無回答

(MA%)
(n=32)

７．利用希望はあるが、現在放課後等デイサービスを利用していない理由 

【問13(6)で１．を選んだ方にお聞きします。】 

問13(7) 現在放課後等デイサービスを利用していない理由についてご回答ください。（複

数回答可） 

【図7-7 利用希望はあるが、現在放課後等デイサービスを利用していない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用希望はあるが、現在放課後等デイサービスを利用していない理由は、「家の近くに放課

後等デイサービスがないため」と「希望に合った質の高い療育を提供する放課後等デイサー

ビスがない」がそれぞれ 21.9％と最も多くなっています。また「その他」には『放課後等デ

イサービスについて詳しく知らないため』『検討段階のため』などの意見が挙がっています。

（図 7-7） 
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８ 自由記述 

本アンケートや行政に期待する支援施策に関すること等で、ご意見がございましたらご記

入ください。 

 

カテゴリー 主な御意見 

学校 

・学校の空き教室や図書室を活用してほしい。 

・学校のグラウンド解放の時間を延ばしてほしい。 

・中学校給食を実施してほしい。 

・学校の冷暖房設備を充実させてほしい。 

・学校の人員確保に努めてほしい。 

・教師の働き方改革が労働時間の配慮に偏って、子どもの学習の充実が

削られて、相談がしづらいと感じる。 

など 

学童 

・学童が自宅や学校から遠く利用しにくい。 

・学童の人数が多く、狭い。 

・学童の利用料を下げてほしい。 

・学童を利用できる時間が短い。 

・長期休暇だけ学童クラブを確実に利用出来たらありがたい。 

・一時的に子どもを預けられる施設があってほしい。 

・児童館や保育関係者への補助など、質と量の確保に努めてほしい。 

など 

公園・遊び場 

・子どもがボール遊びなど広々と遊べる公園がほしい。 

・バスケットやサッカー、野球など球技のできる場所がほしい。 

・花火のできる公園がほしい。 

・禁止事項が多すぎる。 

・近くに公園がないため、子どもが公道で遊んでいる。 

・公園のボール禁止等外で遊ぶ制限が多く、家でゲームをする時間が増え

ている。 

・球技をするスペースと小さい子どもが遊ぶスペースを分けてほしい。 

・公園の設備が古く汚い。トイレを綺麗にしてほしい。 

・公園の場所を高齢者が占有して使えない。 

・公園で近隣住民から苦情を受け、遊びづらくなった。 

・身体を使って遊ぶ機会を作ってほしい。 

・子どもだけで遊べる場所がほしい。 

など 
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カテゴリー 主な御意見 

放課後まなび 

教室 

・まなび教室は宿題をする環境が整っていて助かっている。 

・地域によって開催回数や勉強できる環境が異なるので、差をなくしてほ

しい。 

・学童とまなび教室を日によって使い分けられるのがよい。 

・まなび教室の実施曜日を増やしてほしい。長期休みでも実施してほし

い。 

など 

支援を必要と 

する子ども 

・発達において支援を要する子どもが利用できる居場所がない。 

・不登校児に対する支援が少なく、親子で孤立してつらい。 

・特性に対して理解のある先生が増えてほしい。 

など 

その他 

・放課後の過ごし方について情報が少ない。 

・居場所に行くまでの道のりは車通りが多く、街灯もないから危険。 

など 
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Ⅲ．参考資料（調査票） 
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